
重い病気などで病院に長期入院したり、治療が長引く場合は、医療費の自己負担額が高額となり
ます。そのため家計の負担を軽減できるように、一定の金額（自己負担限度額）を超えた部分が
払い戻される高額療養費制度があります。
ただし、保険外併用療養費の差額部分や入院時食事療養費、入院時生活療養費の自己負担額は対
象になりません。詳細は、ご加入の健康保険者にお問い合わせください。
以下の説明は、協会けんぽご加入者さま向けの説明となります。

制度改正について詳しくはこちら（厚生労働省ホームページ）
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/iryouhoken/juuyou/koug
akuiryou/index.html

高額療養費のご案内

令和8年8月の高額療養費制度の見直しでは、制度全体の持続可能性の確保の観点から、低所得の
方の負担に配慮しつつ、主に療養期間が短期の方に追加のご負担をお願いする一方で、「多数回
該当」の金額を維持した上で、新たに「年間上限」を設けるとともに、令和9年8月から標準報酬
月額が15万円以下の方の「多数回該当」の金額を引き下げるなど、長期療養者や低所得者への
セーフティネット機能を強化しています。

具体的には、令和8年8月受診分からは、低所得の方の負担に配慮しつつ、一人当たり医療費の伸
びに応じて月額負担上限額を見直します。また令和9年8月受診分からは、応能負担という観点に
基づき、所得区分をよりきめ細かいものとするため、現在の限度額から著しく増加することがな
いよう配慮しつつ、所得区分の細分化を行うこととしています。

その際、長期療養者の経済的負担への配慮という観点から、「多数回該当」の金額を維持すると
ともに、長期にわたり治療を継続されている方が不安に感じる「将来の医療費負担」について、
見通しを立てやすくなるよう、新たに年単位の上限額を設けます。（令和8年8月受診分から）

また、低所得の方への配慮の観点から、「標準報酬月額が15万円以下の方」の多数回該当の金額
を引き下げます。（令和9年8月から）

■高額療養費について

■令和8年8月・令和9年8月からの高額療養費制度の見直しの内容について

■払い戻しまでの流れ
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②高額療養費申請（電子申請or申請書郵送）



被保険者、被扶養者ともに同一月内の医療費の自己負担限度額は、年齢及び所得に応じて次の計
算式により算出されます。
ここでは例として、70歳未満の方の自己負担限度額の算出方法一覧表をご紹介します。

■自己負担限度額について

世帯で複数の方が同じ月に病気やけがをして医療機関で受診した場合や、お一人が複数の医療機
関で受診したり、1つの医療機関で入院と外来で受診した場合は、自己負担額は世帯で合算するこ
とができ、その合算した額が自己負担限度額を超えた場合は、超えた額が払い戻されます。

※ここで言う世帯とは、協会けんぽに加入している被保険者とその被扶養者です。

■自己負担額は世帯で合算できます(世帯合算)

自己負担額は医療機関ごとに計算します。同じ医療機関でも「医科入院」「医科外来」「歯
科入院」「歯科外来」はそれぞれ別に計算します。
処方せんにより調剤薬局で調剤を受けた際の自己負担額は、処方せんを発行した医療機関の
自己負担額に合算して計算します。
70歳未満の方は、1つの医療機関（上記の区分ごと）の自己負担額が21,000円以上の場合の
み合算できます。70歳以上の方は自己負担額をすべて合算できます。

合算対象のポイント



高額療養費として払い戻しを受けた月数が1年間(直近12か月間)で3月以上あったときは、4月目か
ら自己負担限度額がさらに引き下げられます。
なお、70歳以上75歳未満の高齢受給者が、通院の限度額の適用によって高額療養費を受けた回数
は考慮しません。

多数回該当は同一保険者での療養に適用されます。国民健康保険や健康保険組合から協会けんぽ
に加入した場合など、保険者が変わったときは多数該当の月数に通算されません。

多数回該当は同一被保険者で適用されます。退職して被保険者から被扶養者に変わった場合など
は、多数回該当の月数に通算されません。

■多数回該当について

高額療養費全般について詳しくはこちら（協会けんぽホームページ）
https://www.kyoukaikenpo.or.jp/benefit/high_cost_medical_expenses/002/

電子申請について詳しくはこちら（協会けんぽホームページ）
https://www.kyoukaikenpo.or.jp/electronic_application/

協会けんぽでは、これまで「紙」の申請書によって行われている各種手続きについて、インター
ネットを通じて、ご自宅や職場のパソコン、スマートフォンを利用して申請することができる
「電子申請サービス」を開始いたしました。
協会けんぽが取り扱っている現金給付申請をはじめとする健康保険の主要なお手続きについて利
用することができます。
「郵送すること」の手間／時間／費用をかけずに、オンラインで申請手続きを完了させることが
可能となるため、ぜひ「電子申請サービス」をご利用ください。

■電子申請について

お手続きの際は、ぜひ電子申請をご
利用ください！！

郵送不要、スマホで簡単！！

申請した書類の進捗状況もご自身の
スマホでご確認いただけます！！
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